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台
湾

総閣の
宮
聞で
あ

り 、
か
な
り
の
鰍
け
定
旅
行
で
あっ
た

が、
堕中門相一
行紡巾
の副
現あっ

た
刊仇げ
に 、

閉仲間存到すQ
ア
ジ
ア

紡閣
の
ホy
ト
な

反応点74〈
ト
レ
ー
ト
に

揮
す
るこ
・とが
で
き
た。
ま
た 、
問ベ

トナ
ムでけさ」
の同月
の攻
渋ら
い

の
間
大
（
ほ
う
だ
凶）
叙
敏
に
の
ぼ
る
賎

民
会て
の
多
く
は
山

吊泌総）
の
テ
ン
ト

を
ア
ン
ロ
ク付
持
拡…
れる
とと
も
に 、

和
平
会
川令
め
さQ
ア
メ
リ
カ
とハ
ノ
イ

と
の
抑制
〈
レつ
い雪）
な
か
付
ひき
の

な
か
でのチ品1
政械の施
政
にニ年半

ぷ
皐必
レ 、シンガポール
で

R
E

沼を
呼
ん
村総
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台
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ふ
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に
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収
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影
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し
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よ
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た
か
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ア
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。
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ア
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づ
け
て
き
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度
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り
と
刊
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向けて

一
中
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傾
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レ
てゆ
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な
い
か
と
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う
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易関L
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た 。
そ
レ
て
ア
ジ
ア

日国の帽を
魁

134でい純一同
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寸向・
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毛
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つ
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な
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中
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総
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。
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の
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ーゐとレアの
み

守い
る
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で
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弘司
こ
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レ、
納得レ、
依存
し
て
主九
日
本
同

い
ま
や
五
句
勾
何の
キγ
シ
ン
ジャ
1

患に

幻盟主て、
もっ
同ら
大間
ぷ

向繋ぎ

持レ占J
と
レ
て
い
る
か

の
よう
で
め
り 、
ア
ジ
ア
の

斗川氏と
ア
ジ

ア

臨場mw悩を一円
れ
て
レ
まっ
て
い
る

の
では
な
い
か
点
ζ
れら

間活巧え

は
じ
め
てい
る 。

m
中
的
円相
は

前賎沼
に

同利υ
たあ
と

の

犯者
会
一
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m
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抑

て

「
日
本

外
交
の

今
後
の

時制は
日

中間集結と
日
米

関係
の
叫
域
そ
れに
日
ソ
交渉
で
あ

る」
と
いっ
た 。

話 、
な
ぜ匂
慌で
の

生．E
ア
ジ
ア

ーリ域
こ
と
に
も
妥
レ
て

く
れな
かっ
たの
か 、
とい
う
ロ
を
払
は

各
国
で
VA
に
レ
た 。
外
交
とは
な
に
か 、

ア
ジ
ア
の
客
つ
か
れ「
と
は
どフ
い
う

こ
と
な
の
か
を 、
つ
く
づ
く
時
え
さ
せ
ら

れた
次
m
で
あ
ゐ 。
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